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離島については対象外となります
（個別にお問い合わせをお願いします）

[九州電力管内における発電機連系制約マップ（110kV以下の系統への連系）]

※電力系統の利用状況は、発電機の連系申込状況や、需要の増減等により、刻々と変化しております。したがって、上記以外の

 

地域を含め、連系制約が発生しないことを保証するものではありません。

※最新の状況については、事前相談（無料）によりお問い合わせください。

※なお、熱容量面以外（電圧変動

 

等）の要因により制約が発生する可能性がありますので、系統連系の前に、別途、接続検討に

 

よる詳細検討（有料）が必要です。

当社管内において、発電機連系に伴い、送電線、変電所変圧器、発電所変圧器の熱容量面での制約が

 

ある地域は、以下のとおりです。

〔66kV、110kV送電線への連系〕
ａ．

 

現在の設備では送電線または220kV系統用変圧器の連系可能量がゼロであり、送電線増強工事
等の対策（注１）が必要となる地域

b.

 

送電線または220kV系統用変圧器の連系可能量が1万kW未満の地域

（注１）

 

熱容量で制約が発生する送電線に連系する場合、送電線、220kV系統用変圧器の増強工事、若しくは発電機の出力
抑制等の対策が必要となります。

〔6kV、22kV配電線への連系（注2）〕
ｃ．

 

変電所または発電所の110kV以下配電用変圧器の連系可能量がゼロであり、

 

変圧器増強工事が
必要となる地域

ｄ．

 

変電所または発電所の110kV以下配電用変圧器の連系可能量が少なくなっている地域
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なお、ａ

 

～ ｄ

 

における、送電線及び変圧器の増強工事費用は、再エネ事業者さまのご負担となります。

（注２）

 

6kV、22kV配電線へ連系する場合でも、66kV、110kV送電線の熱容量面での連系制約（上記a、b）が生じる地域が
あります。

〔凡例〕

送電線または220kV系統用変圧器が
熱容量面で連系可能量がゼロ若しくは
１万kW未満である地域

変電所または発電所の110kV以下配電用
変圧器が熱容量面で連系可能量がゼロ
若しくは少なくなっている地域

※

 

重複箇所は上記２項目ともに該当する
地域

※

 

数字をクリックすることで各地域の
系統を表示します。
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http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping1_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping2-3_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping2-3_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping4_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping5_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping6_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping7_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping8_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping9_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping10_140922.pdf
http://www.kyuden.co.jp/library/pdf/company/liberal/110kv/mapping11_140922.pdf
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